	６年　てこの規則性
１／１０時
「小さな力で重い物を持ち上げよう」
	本時のねらい　　
「支点と力点の距離」「支点と作用点の距離」と手ごたえの関係について問題を見いだし，予想や仮説を基に調べる方法を発想することができる。

	事象提示のねらい
・てこを用いて物を動かすとき，物の重さが同じでも，支点と力点，支点と作用点の距離を変えると，力点での手ごたえが変化することに気付かせ，児童に問題を見いださせる。
・てこの手ごたえが変化する条件は，「支点と力点の距離」と「支点と作用点の距離」の２つの条件が関係していることに気付かせ，調べる方法を児童に発想させる。
事象提示　
・箱の中で支点の位置だけを変化させたてこを使って，物を持ち上げる体験をさせる。
→ア
イ






※使用する道具，力点の位置，作用点の位置は変えないようにする。
※手ごたえが大きいアを先に体験させて，「手ごたえを小さくするためにはどのようにすればよいのか？」という疑問を持たせるようにする。

	疑問や好奇心を持つ
	児童の思考の流れ
教師の働き掛け


確認

・てこを児童に体験させ「棒」と「棒の１点を支えるもの」を使うと，楽に持ち上がることに気付かせる。
・「てこ」「支点」「力点」「作用点」について説明をする。




※支点は中央にする。
・「棒」と「棒の１点を支えるもの」を使うと重い物が楽に持ち上げられる。
・「てこ」「支点」「力点」「作用点」について知る。
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事象提示

・アはすごく重く感じる。
・イは簡単に持ち上がる。
箱の中で支点の位置を変化させたアとイを体験させ，手ごたえが軽くなっていることに気付かせる。





確認
・支点の位置が変化しているのだろう。
・どう変化しているのかは分からない。
＜見方・考え方＞
支点の位置と手ごたえの比較
箱の中では，支点の位置だけが変化していることに気付かせる。






	[bookmark: _GoBack]疑問や好奇心を持つ
	どうすれば手ごたえが軽くなるのか調べてみたい。
２つの条件のうち，調べる条件だけを変化させ，他は変化させない。
・「支点と力点の距離（Ａ）」だけを変化させる実験
・「支点と作用点の距離（Ｂ）」だけを変化させる実験
＜見方・考え方＞２点の距離の条件制御

２種類の実験が必要
・「支点⇔力点（Ａ）」が長いほど軽く感じるのではないか。
・「支点⇔作用点（Ｂ）」が短いほど軽く感じるのではないか。
・どちらかの距離を同じにして調べないと分からない。
※事象提示や生活経験を基に考える。
＜見方・考え方＞
距離と手ごたえの関係付け
問題例
てこを使うときに，小さい力でおもりを持ち上げるには，どのようにすればよいのだろうか。
児童の思考の流れ
疑問
おもりの重さや使っている道具が同じなのに，手ごたえが軽くなるのはなぜだろう？
※アとイを比較して，疑問に思ったことを発表させる。
アとイを体験してみて，調べてみたいと思ったことは何ですか。

発問例

教師の働き掛け
児童の発言を基に「調べたいこと」をクラス全体で整理して，問題を設定する。

発問例



	問題を見いだす
	整理
※「てこを使うとき，どのようにすれば手ごたえが軽くなるのか」という意味の問題設定ができればよい。


	予想や仮説を立てる
	指示

「２つの距離をどのようにすれば小さい力で持ち上げられるのか」という視点で予想させる。





※支点の位置が変わると，２つの条件が一度に変わってしまい，要因を特定できないことに気付かせる。
※２つの距離が混同しないように，表し方を工夫する。
「支点と力点の距離」を（Ａ）
　「支点と作用点の距離」を（Ｂ）とする等
※生活経験に基づく根拠が出ない場合は，シーソーやはさみ等を紹介して考えさせる。









	実験の方法を発想する
	個別
グループ活動
※２つの条件を同時に変えると，どちらの条件が関係しているのかが分からないことに気付かせる。
※事象提示を振り返らせ，支点を動かすと２つの距離が同時に変化するので，支点を固定する必要があることに気付かせる。

２つの距離と手ごたえの関係を調べるためには，どのような実験をすればよいですか。



	以後の流れ
・「支点と作用点の位置」を変えずに「力点の位置」だけを変える実験と，「支点と力点の位置」を変えずに「作用点の位置」だけを変える実験を行い，手ごたえの変化を記録させる。



	６年　てこの規則性
４・５／１０時
「てこを傾ける働きを調べよう」
	本時のねらい
てこが水平につり合う条件について問題を見いだし，予想や仮説を基に調べる方法を発想することができる。

	事象提示のねらい
・支点から力を加える位置までの距離と加える力の大きさを数値で表し，てこが水平につり合う条件に関心を持たせ，児童に問題を見いださせる。
・てこが水平につり合う際の，「支点からの距離」と「加える力の大きさ」との関係性に気付かせ，調べる方法を児童に発想させる。
事象提示
・てこの支点からの距離と加える重さを変化させる。→
Ｂ
２kg
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Ａ
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	疑問や好奇心を持つ
	左右にかかる働きが同じになると棒が水平につり合う。
確認
児童の思考の流れ
教師の働き掛け



おもりがてこを傾ける働きと，手がてこを傾ける働きが同じになったときに棒が水平につり合うことを確認する。

２kg









事象提示

手を離しても棒が水平につり合うためにはどのようにすればよいのかを考えさせる。

支点からの距離が同じところに，同じ重さのおもりをぶら下げる。(Ａ)





おもりを重くして，支点に近付ける。(Ｂ)
おもりの吊す位置や重さを変えて，つり合わせる方法を考えさせる。
事象提示



ＡとＢを比較させ，気付いたことを発表させる。
確認
支点からの距離が半分になると，おもりの重さは２倍になるのではないか。
＜見方・考え方＞距離，重さの比較



	疑問や好奇心を持つ
	・てこが水平につり合うとき，支点からの距離を半分にすると，おもりの重さは２倍になるのではないか。
・支点からおもりまでの距離とおもりの重さの両方が関係しているのではないか。
＜見方・考え方＞距離と重さの関係付け
問題例
児童の思考の流れ
左右がつり合っているときの「支点から力点」「支点から作用点」までの距離と，おもりの重さには関係があるのかな？
てこが水平につり合うときの支点からの距離とおもりの重さにはどのような関係があるのか調べてみたい。
疑問
ＡとＢ，２つのてこを比べてみて，調べてみたいと思ったことは何ですか。

発問例

※ＡとＢを比較して，疑問に思ったことを整理させる。
教師の働き掛け


	問題を見いだす
	※「てこが水平につり合うとき，『支点からおもりまでの距離』と『おもりの重さ』にはどのような関係があるのだろうか」という意味の問題設定ができればよい。
整理
児童の発言を基に「調べたいこと」をクラス全体で整理して，問題を設定する。

てこが水平につり合うとき，どのようなきまりがあるのだろうか。


	予想や仮説を立てる
	指示
既習事項や生活経験を基にして，てこが水平につり合うときのきまりについて予想させる。
※自分の予想を互いに伝え合わせる。
※「支点からおもりまでの距離」と「おもりの重さ」の関係について予想させる。


	実験方法を発想する
	個別
グループ活動
発問例


つり合う条件を調べる。
例）片方の距離と重さを変えないで，もう片方の距離と重さを変えながらつり合う条件を調べる。
＜見方・考え方＞距離と重さの条件制御
※正確に調べるために，実験用てこがあることを伝える。
※条件を変えながら複数回実験を行い，関係性に気付かせる。

どのような実験をすれば問題を調べることができますか。


	以後の流れ
・実験用てこを用いて，左右がつり合う時の支点からの距離とおもりの重さを記録させ，規則性に気付かせる。
・グループごとに記録を発表させ，規則性があることを全体で共有する。
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